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頻度や肺炎の頻度が増えた時などには経口摂取を止めて経管栄養に切り替えていくのかも考えて
いく・見極めていくのが脳性麻痺の方々には大切」という話があったのが印象的でした。今まで
参加した様々なセミナー、特にＳＴが講師ではない摂食嚥下機能関係のセミナーでは「食べられ
るようになるにはどうしたらいいか」「食べるための訓練セミナー」等、どちらかというと、
食べるためにどうしたらいいかというのがメインで、食べる事が善・食べない事が悪のような
風潮（あくまで主観的に受けた印象ですが）で言われる事が多かったので、臨床で経口摂取が
難しい・経管栄養に切り替えていく必要がでてきた際にそれを各関係者に伝えていく事に罪悪感
や自身への情けなさを抱いてしまう事も多かったのですが、講師の話を聴いて「（経口摂取が）
難しい時には堂々と言っていいんだな」と自分の中で認識が変化しました。まずは適切に利用者
さんの摂食嚥下機能を評価するというのが大前提ではありますが、その上で経口摂取もしくは
経管栄養への切り替えを判断していきたい・関係者に伝えていきたいと改めて思いました。
　５週目は低緊張型・失調型についての講義が多く、昔はハンドリングといえば痙直型などの
筋緊張が高い児が多かったため筋緊張を緩める手技がメインだったようですが、近年では、低緊
張型の脳性麻痺児が増加してきたという事で筋緊張を高める（促す）というための「促通」の
ハンドリングがメインになってきたという内容がとても印象的で、この変遷はボバース概念に
おける重要な考え方の一つである「常に最新の知識をアップデートし続けていく」という事に
通じてるのだなと感じました。また低緊張児についての知識は治療実習においても、自分の担当
利用者さんの一人が重症児で低緊張型であったため、実際に講習会で得た知識を活かして臨む事
ができました。しかし、実際にハンドリングをおこなう事の難しさと、難しいが何度も繰り返し
ていけば確実に利用者さんが変化していく実感の両方を経験することができました。
　６週目はコミュニケーションや呼吸・発声などＳＴが専門としている領域の内容も多く、ＳＴ
として必要な知識を得る事ができましたが、それ以外に
も脳の一部位である「不確帯」についての講義がとても
印象的でした。「不確帯」は情動に関係する所であり、
小児のリハビリにおいて「好き」という感覚や「やって
みたい」という気持ちが大切だからそこをしっかり考え
ながらリハビリを展開していきなさいというお言葉が
講師からあり、不確帯が働くと他の脳部位と双方向的に
作用して様々な情報を統合して適切な行動や自律神経系
活動をおこなえるように脳全体が働き始めるとのことで
した。利用者さんの「やってみたい」を引き出すには
適切な課題の内容や姿勢の重要性、利用者さんの嗜好な
どに加え、セラピストのフォローの仕方など一人一人に
合わせて工夫するべき点がたくさんあるなと改めて考え
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	つくしんぼpage３　2025.７hp
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	つくしんぼpage20　2025.７hp
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	つくしんぼpage29　2025.７hp
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